
　
大
阪
文
具
事
務
用
品
協
同
組

合
（
金
澤
利
治
理
事
長
）
の
第

72
回
通
常
総
会
は
、
５
月
23
日

午
後
４
時
か
ら
大
阪
市
中
央
区

安
堂
寺
町
の
大
阪
文
紙
会
館
２

階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
、

上
程
諸
議
案
を
承
認
可
決
し
た

ほ
か
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
は
金
澤
理
事
長
が
留
任
。

ま
た
、
今
年
の
文
具
博
は
、
10

月
17
日
に
Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
で
開
催

す
る
こ
と
を
伝
え
た
。

　
総
会
は
石
元
正
之
理
事
の
司

会
で
進
め
、
委
任
状
を
含
め
全

員
出
席
で
総
会
成
立
を
告
げ
、

物
故
者
へ
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、

金
澤
理
事
長
が
「
物
価
高
で
の

業
界
商
品
の
値
上
が
り
、
物
流

に
お
い
て
も
注
文
品
が
翌
日
に

届
く
の
が
当
た
り
前
に
思
っ
て

い
た
が
、
条
件
が
付
く
な
ど
物

流
に
も
影
響
が
で
て
い
る
。
文

具
業
界
に
関
わ
ら
ず
物
流
に
伴

う
問
題
も
大
き
く
な
っ
て
く
る

と
思
う
。
我
々
は
商
品
を
仕
入

れ
て
お
客
に
届
け
る
仕
事
を

担
っ
て
い
る
の
で
、
円
滑
に
商

品
が
入
っ
て
こ
な
い
と
商
売
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
経
営

課
題
と
し
て
組
合
で
の
情
報
交

換
な
ど
で
物
流
危
機
を
乗
り
越

え
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。

　
金
澤
理
事
長
が
議
長
に
就
い

て
議
案
審
議
に
移
り
、
上
程
諸

議
案
を
何
れ
も
承
認
可
決
し

た
。今
年
度
の
事
業
計
画
案
は
、

前
年
度
を
踏
襲
し
た
内
容
を
伝

え
て
承
認
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

は
、
金
澤
理
事
長
以
下
後
記
の

よ
う
に
役
職
を
発
表
し
た
。

　
金
澤
新
理
事
長
が
就
任
以
来

起
こ
っ
た
災
害
を
紹
介
し
な
が

ら
「
我
々
は
防
災
用
品
を
扱
う

業
種
な
の
で
、
今
一
度
組
合
と

し
て
防
災
用
品
や
関
連
の
情
報

交
換
の
必
要
性
を
改
め
て
感
じ

た
。
就
任
７
期
の
間
に
生
ま
れ

た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
働
き
か
た
改

革
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
で
、
こ
れ
に
Ａ
Ｉ
が
加

わ
っ
た
。
こ
の
Ａ
Ｉ
を
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
ど
う
携
わ
っ
て
い
く

か
組
合
と
し
て
知
恵
を
出
し

合
っ
て
取
り
組
み
た
い
」
と
挨

拶
。

　
第
68
回
「
文
具
博
」
に
つ
い

て
は
、
オ
フ
ィ
ス
フ
ェ
ア
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
・
前
田
委
員

長
が
「
文
具
博
は
組
合
の
中
核

事
業
で
あ
り
、
お
客
、
メ
ー

カ
ー
、
文
具
店
同
士
が
繋
が
る

こ
と
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
〝
つ
な

が
る
文
具
〟
を
テ
ー
マ
に
開
催

す
る
。
文
具
店
の
繋
が
り
を
大

事
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

そ
の
場
に
行
っ
た
か
ら
こ
そ
新

し
い
繋
が
り
が
で
き
る
フ
ェ
ア

を
目
指
し
た
い
。
今
回
の
フ
ェ

ア
で
は
盛
沢
山
の
内
容
に
な
っ

て
く
る
と
思
う
」
と
説
明
。
佐

野
健
一
副
理
事
長
が
閉
会
挨
拶

し
て
閉
じ
た
。

　
新
役
員
の
顔
ぶ
れ（
敬
称
略
）

　
理
事
長
　
金
澤
利
治
（
金
澤

英
）

　
副
理
事
長
　
黒
田
純
司
（
黒

田
生
々
堂
）、
佐
野
健
一
（
さ

の
ぶ
ん
）

　
専
務
理
事
　
前
田
武
嗣
（
デ

ル
タ
ジ
ム
サ
ー
ビ
ス
）

　
理
事
　
赤
塚
広
之
（
赤
塚
ビ

ジ
ネ
ス
）、
石
元
正
之
（
石
元

商
事
）、
今
村
育
寛
（
今
村
）、

山
口
孝
弘
（
栄
光
社
）、
清
水

智
（
清
水
正
商
店
）、
筑
部
健

二
（
文
丘
堂
）、津
田
康
宏
（
文

具
の
三
協
堂
）、南
里
吉
彦
（
南

里
文
具
店
）、
山
中
幸
一
（
山

中
躍
仙
堂
）

　
監
事
　
篠
原
立
樹
（
プ
リ
ン

ト
マ
シ
ン
セ
ン
タ
ー
）、
松
本

吉
史
（
文
具
の
三
共
堂
）

　【
メ
イ
ブ
ン
発
】
愛
知
文
紙

事
務
器
卸
協
同
組
合
（
青
山
英

生
理
事
長
）
は
、
５
月
13
日
午

後
４
時
よ
り
中
区
錦
の
名
古
屋

観
光
ホ
テ
ル
で
第
74
回
通
常
総

会
を
開
催
、
上
程
諸
議
案
を
承

認
可
決
し
た
ほ
か
、
任
期
満
了

に
よ
る
役
員
改
選
で
は
青
山
理

事
長
が
留
任
、
今
期
も
名
古
屋

文
具
事
務
用
品
協
組
と
同
日
開

催
と
し
、
終
了
後
は
両
団
体
合

同
の
懇
親
会
を
催
し
た
。

　
総
会
は
、
市
岡
則
幸
理
事
の

司
会
で
進
め
、
物
故
者
に
黙
祷

を
捧
げ
た
後
、
大
附
英
夫
副
理

事
長
が
開
会
の
辞
を
述
べ
、
青

山
理
事
長
が
「
昨
年
に
続
い
て

小
売
組
合
と
の
同
日
開
催
と
し

て
い
る
。
先
行
し
て
私
ど
も
が

（
総
会
を
）
行
い
、
の
ち
ほ
ど

合
同
で
懇
親
会
を
催
す
。
挨
拶

は
そ
の
懇
親
会
で
述
べ
さ
せ
て

頂
く
と
し
て
、
長
年
に
亘
り
組

合
事
務
局
を
務
め
て
頂
い
て
い

た
高
橋
治
事
務
局
長
が
現
在
闘

病
中
の
た
め
、
５
月
20
日
付
け

で
退
任
と
な
る
」
と
挨
拶
。

　
組
合
員
16
社
中
、
本
人
出
席

９
、
委
任
状
５
の
計
14
の
議
決

権
数
と
、
賛
助
会
員
33
社
中
32

社
の
出
席
で
総
会
成
立
を
報
告

し
た
あ
と
、
青
山
理
事
長
が
議

長
に
就
い
て
審
議
を
進
め
た
。

　
総
会
で
は
、
上
程
諸
議
案
を

原
案
通
り
承
認
可
決
し
、
主
な

事
業
計
画
は
、
８
月
に
名
文
事

協
組
と
の
共
催
に
よ
る
納
涼
懇

親
会
、
11
月
下
旬
に
懇
親
忘
年

会
（
と
も
に
詳
細
未
定
）、
令

和
８
年
１
月
６
日
に
地
区
文
紙

関
連
団
体
合
同
賀
詞
交
歓
会
は

中
部
文
具
工
業
組
合
・
名
古
屋

紙
製
品
工
組
が
当
番
で
「
名
古

屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
」
で
の
開

催
な
ど
を
発
表
し
た
。

　
最
後
に
武
田
康
広
副
理
事
長

が
閉
会
挨
拶
を
行
っ
て
総
会
を

終
了
し
た
。

　
役
員
の
顔
ぶ
れ
。
敬
称
略

　
理
事
長
　
青
山
英
生
（
青
雲

ク
ラ
ウ
ン
）

　
副
理
事
長
　
大
附
英
夫
（
大

附
通
商
）、
武
田
康
広
（
コ
ク

ヨ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）

　
理
事
　
加
藤
順
造
（
加
藤
憲

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）、
西
村

友
秀
（
銀
鳥
産
業
）、
西
山
智

文
（
三
菱
鉛
筆
中
部
販
売
）、

市
岡
則
幸
（
シ
ヤ
チ
ハ
タ
）

　
監
事
　
栗
本
宣
則
（
名
古
屋

エ
コ
ー
ル
）、
中
東
正
和
（
ラ

イ
オ
ン
事
務
器
）

大
阪
文
協
の
総
会

挨
拶
す
る
黒
田
理
事
長

全
紙
工
の
総
会

　
全
日
本
紙
製
品
工
業
組
合

（
黒
田
章
裕
理
事
長
）
の
令
和

７
年
度
第
61
回
通
常
総
会
は
、

５
月
29
日
、
東
京
・
浅
草
橋
の

共
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
、
上

程
諸
議
案
を
原
案
通
り
承
認
可

決
し
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
で
は
黒
田
理
事
長
が
留
任

し
、
そ
の
他
役
員
も
傘
下
各
地

区
紙
製
品
組
合
の
役
員
交
代
に

よ
る
一
部
新
任
の
他
、
杉
浦
正

樹
氏
が
常
任
理
事
に
昇
任
し

た
。

　
当
日
は
、
山
田
樹
孝
常
任
理

事
の
司
会
で
進
め
、
今
年
春
の

褒
章
で
黄
綬
褒
章
を
受
章
し
た

白
石
元
宏
常
任
理
事
（
フ
ジ
ッ

ク
ス
）
の
栄
誉
を
称
え
た
。

　
こ
の
後
、黒
田
理
事
長
が「
昨

年
は
組
合
創
設
60
周
年
の
節
目

を
迎
え
、
経
済
産
業
省
、
製
紙

メ
ー
カ
ー
を
含
め
て
多
数
の
出

席
を
得
て
賑
々
し
く
式
典
と
祝

賀
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
大
勢
の
方
に
参
加

い
た
だ
い
た
60
周
年
記
念
ツ

ア
ー
旅
行
も
記
録
に
残
せ
た
。

昨
今
、
Ａ
Ｉ
、
Ｄ
Ｘ
、
Ｇ
Ｘ
な

ど
新
し
い
ト
レ
ン
ド
が
次
々
に

起
こ
り
、
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
戦

略
や
働
き
方
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。
製
造
業
も
時
代

の
変
化
に
よ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
変
革
さ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
る
が
、
自
社
内
の
意
識
改

革
を
促
進
す
る
こ
と
が
企
業
の

成
長
や
変
革
に
つ
な
が
る
」と
、

コ
ク
ヨ
が
組
織
・
社
員
を
変
化

す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
取
り

組
み
と
し
て
、
職
場
で
の
服
装

自
由
化
、
世
界
的
な
流
れ
で
も

あ
る
社
員
の
「
さ
ん
」
付
け
呼

称
、
自
身
の
「
ヨ
コ
ク
」
を
宣

言
す
る
取
り
組
み
「
コ
ク
ヨ
の

ヨ
コ
ク
」
な
ど
を
紹
介
。「
社

員
一
人
ひ
と
り
が
仕
事
へ
の
気

づ
き
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
が

新
し
い
事
業
領
域
の
創
出
に
つ

な
が
っ
て
い
く
」
と
、
自
社
の

取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し
な
が

ら
、
加
え
て
「
人
権
や
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
、
業
界
秩
序
を
は

じ
め
環
境
問
題
、
Ｄ
Ｘ
推
進
な

ど
の
組
合
員
支
援
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
」
と
所
信
を
述
べ

た
。

　
続
い
て
来
賓
の
経
済
産
業
省

製
造
局
素
材
産
業
課
・
森
下
龍

樹
課
長
補
佐
が
祝
辞
を
述
べ
た

あ
と
、
組
合
員
数
51
人
中
、
本

人
21
人
、
委
任
状
30
人
の
合
計

51
人
全
員
の
出
席
で
総
会
が
成

立
す
る
こ
と
を
宣
言
、
黒
田
理

事
長
が
議
長
に
就
き
、
議
事
録

署
名
人
と
し
て
髙
島
正
廣
、
志

方
弘
嗣
両
常
任
理
事
を
選
任
し

て
議
事
に
移
り
、
上
程
諸
議
案

を
原
案
通
り
承
認
可
決
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
で
は
、
次
の
通
り

役
員
を
選
任
し
た
。（
敬
称
略
）

　
理
事
長
　
黒
田
章
裕
（
コ
ク

ヨ
）

　
副
理
事
長
　
山
口
一
郎
（
山

口
封
筒
店
）、
西
川
雅
夫
（
セ

キ
セ
イ
）

　
常
任
理
事
　
片
岸
茂
（
シ
ョ

ウ
ワ
ノ
ー
ト
）、山
田
樹
孝
（
寿

堂
紙
製
品
工
業
）、
堀
口
達
夫

（
平
和
堂
）、
髙
島
正
廣
（
菅

公
工
業
）、
志
方
弘
嗣
（
ダ
イ

ゴ
ー
）、
白
石
元
宏
（
フ
ジ
ッ

ク
ス
）、
杉
浦
正
樹
（
羽
車
）・

新
任
、棚
橋
泰
仁（
キ
ン
グ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

　
専
務
理
事
　
早
水
利
行
（
事

務
局
）

　
理
事
　
市
瀬
豊
和
（
山
櫻
）、

村
松
道
哉
（
マ
ル
ア
イ
）、
菊

地
清
隆
（
丸
菱
紙
工
）、
井
口

栄
一
（
マ
ル
マ
ン
）、
千
田
昌

男
（
サ
ン
エ
ッ
ク
ス
）・
再
任
、

笹
川
正
裕
（
サ
サ
ガ
ワ
）、
富

田
浩
崇
（
ト
ミ
ー
）、
鴨
谷
仁

（
コ
ー
キ
封
筒
）、
井
村
優
（
イ

ム
ラ
）・
新
任
、
大
橋
昭
治
（
文

栄
堂
紙
製
品
工
業
）、
石
川
喜

平
（
ツ
バ
メ
工
業
）

　
監
事
　
角
坂
靖
夫
（
日
本

ノ
ー
ト
）、
佐
瀬
雅
之
（
第
一

紙
工
）・
新
任

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
事
業
計

画
案
は
、
ほ
ぼ
前
年
踏
襲
の
事

業
内
容
と
し
、
そ
の
中
で
、
全

組
合
員
を
対
象
に
「
企
業
概
要

調
査
」
の
実
施
、
財
務
委
員
会

を
中
心
に
現
行
の
「
賦
課
金
規

定
」
を
も
と
に
、
適
正
な
賦
課

金
の
見
直
し
、
厚
生
事
業
委
員

会
に
よ
る
大
阪
・
関
西
万
博
見

学
ツ
ア
ー
の
企
画
、
実
施
な
ど

を
重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
む

こ
と
を
発
表
し
た
。

　
最
後
に
西
川
副
理
事
長
が
、

「
大
き
く
環
境
変
化
を
迎
え
て

い
る
と
き
に『
ど
う
す
る
日
本
、

ど
う
す
る
文
具
業
界
』
を
考
え

た
場
合
、
や
は
り
海
外
に
目
を

向
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

大
阪
・
関
西
万
博
に
是
非
と
も

来
場
し
て
、
海
外
情
報
を
収
集

し
て
対
応
し
て
欲
し
い
」
と
閉

会
挨
拶
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
午
後
３
時
か

ら
元
防
衛
事
務
次
官
の
嶋
田
和

久
氏
を
講
師
に
招
い
て
、「
我

が
国
防
衛
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を

開
催
し
た
。

　
協
同
組
合
大
阪
紙
文
具
流
通

セ
ン
タ
ー
（
堀
隆
理
事
長
）
の

第
57
回
通
常
総
会
は
、
５
月
23

日
午
後
３
時
か
ら
東
大
阪
市
の

組
合
会
館
で
開
催
し
、
上
程
諸

議
案
を
承
認
可
決
し
た
。

　
総
会
に
は
、
本
人
20
人
、
委

任
状
19
人
の
39
人
が
出
席
。
宮

崎
博
也
事
務
局
長
の
司
会
で
進

め
、
堀
理
事
長
が
「
４
月
よ
り

大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ
れ
、

開
催
前
は
色
々
な
批
判
も
あ
っ

た
が
、
ふ
た
を
開
け
て
み
れ
ば

連
日
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
る

と
報
道
さ
れ
、
明
る
い
話
題
に

な
っ
て
い
る
。
万
博
効
果
で
消

費
マ
イ
ン
ド
を
押
し
上
げ
、
ビ

ジ
ネ
ス
に
プ
ラ
ス
効
果
が
出
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
一
方

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
関
税
政
策

で
今
後
も
先
行
き
不
透
明
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
組
合
と
し

て
は
従
業
員
向
け
の
教
育
研
修

事
業
は
令
和
７
年
度
も
引
き
続

き
開
催
す
る
。
今
年
度
も
引
き

続
き
安
定
し
た
運
営
を
心
掛
け

た
い
」
と
挨
拶
。

　
役
員
１
名
の
退
任
に
伴
う
役

員
選
任
は
ニ
ッ
ケ
ン
文
具
の
中

田
敏
夫
氏
を
選
任
し
た
。

　
引
き
続
き
、
団
地
管
理
組
合

法
人
総
会
を
開
催
し
た
。

　【
メ
イ
ブ
ン
発
】
名
古
屋
紙

製
品
工
業
協
同
組
合
（
棚
橋
泰

仁
理
事
長
）
は
、
５
月
12
日
午

後
６
時
よ
り
、
名
古
屋
市
中
区

の
名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
で
令
和

７
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。

　
当
日
は
組
合
員
７
名
が
全
員

出
席
、
令
和
６
年
度
事
業
・
決

算
報
告
、
７
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
案
等
の
上
程
議
案
を

承
認
可
決
、
今
期
も
隔
月
に
例

会
活
動
を
催
し
て
い
く
こ
と
を

申
し
合
わ
せ
た
。

　
冒
頭
、
棚
橋
理
事
長
は
全
員

の
出
席
に
謝
意
を
伝
え
た
後

「
や
は
り
顔
を
合
わ
せ
て
の
生

の
意
見
交
換
は
意
義
あ
る
も
の

と
思
う
。
今
年
度
も
隔
月
で
の

開
催
を
継
続
し
、
加
え
て
他
団

体
と
の
情
報
交
換
や
紙
卸
・
製

紙
メ
ー
カ
ー
と
の
懇
談
会
等
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
。

　
議
事
終
了
後
は
、
紙
製
品
業

界
の
商
況
、
昨
今
の
市
況
や
働

き
方
の
変
化
等
を
話
題
に
情
報

交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
日
本
ノ
ー
ト
株
式
会
社
は
５

月
付
け
で
新
役
員
人
事
を
発

表
。
角
坂
靖
夫
代
表
取
締
役
社

長
は
取
締
役
会
長
に
就
任
、
代

わ
っ
て
プ
ラ
ス
株
式
会
社
取
締

役
の
今
泉
壮
平
氏
が
就
任
し

た
。

　
新
役
員
（
敬
称
略
）

　
代
表
取
締
役
社
長
　
今
泉
壮

平
（
プ
ラ
ス
取
締
役
）
新

　
取
締
役
会
長
　
角
坂
靖
夫
・

新　
取
締
役
　
足
立
伸
夫
、
日
暮

格
・
新
、
太
田
秀
一
・
新
、
タ
ン
・

ウ
イ
・
シ
ア
ン
、
井
口
和
・
新

愛
知
卸
組
合
の
総
会

紙
文
具
流
通
セ
ン
タ
ー
の
総
会

大
阪
紙
文
具
流
通

セ
ン
タ
ー
が
総
会

名
紙
工
協
が
総
会

青山理事長が留任
愛知卸組合総会

上程諸議案を承認可決

10
月
17
日
に「
文
具
博
」開
催

金
澤
理
事
長
ら
が
留
任

大
阪
文

協
総
会 組

合
員
に
企
業
概
要
調
査

大
阪
・
関
西
万
博
ツ
ア
ー
企
画

全紙工総会

今
泉
壮
平
氏
が

新
社
長
に
就
任

〇
…
日
本
ノ
ー
ト


